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原子は人工によりて攣醸す（講演）

　　　　　　　　　〔績　き〕

塁北台國大學教授　紐虫博士　荒　勝　女　策

　　　　　プPFンの衝撃による原子の破壊攣轄　（α粒子の放出）

　斯の様に，原子をば高速度α粒子蚊にニウトロン粒子を以て衝撃します

と，これらの粒子は該原子核に突入し，適宜質量の攣化を要する「核内機関作

用」を起し，其結果，該原子核と結合して新しい原子核を構成し，其際，夫

々プロトン叉はα粒子を放出して治まることを見たのであります．帥ち高速

度粒子を用ふれば，原子核は人工にて攣眼し得ると云ふ確謹を得たのであり

ます．この牟人工的方法による攣解法に於きましては，何分にも，分：量の少

い放射能物質より其弾丸を得なければならぬわけでありますから，人工と

云っても，駅程自然の制限が多分に含まれて居るのであります．何とかして

この様な高速度粒子を人工で得たいと思ふのは當然であります．所が，この

α粒：子虹にニウトロン（これも粒子より誘起されたもの）のエネルギーは大きな

ものでありまして，これを人工で以て陽極線管中に得やうとすれば，少くとも

数百萬ボルトの電着iの眞室放電を必要とするのであります．現在の工業力で・

完全なる数百萬ボルトの翼室放電實験を興行することは，相當困難の俘ふこ

とでありますが，世界各國競ってこれが作製に努力し，種々の高運電源が工

夫せられ，放電法が企てられたのであります．所が，英國ケンブリツチで學

ぶ若き學徒Cockroft及びWaltonは，第七圖に示すが如く，整流器と蓄電器

を適宜盤梅することによって，約80萬ボルトまでは完全に實験しうる定歴電

源拉に放電管を作製しまして，高速度イオン特に高速度プロトンを得て・

之を以て諸種の物質を衝撃することを試みて見たのであります．すると，其

結果は驚くべきことであります。数百萬ボル1・は愚か，数十萬ボルトにも逡

しない電歴の下に追はれたプロトンにより，既に多くの元素を破壌し，非常

な高速度のα粒子を放出することを確めたのであります．第八圖は三十萬ボ



天界　158 原子は人工により攣平す 283

第

七

圖

ノ

A

｝
　
　
、
　
1
一
」

「
　
　
　
　
　
「
　
　
i
－
1
闇

「

水冷シ

i
警
の

C

，

i

＝）ct）c

第　280

八

240

200

　　160圖

120

80

40

日
目
め

　
o
自
＝

目
Al

Ca

　　41　K
O　　且0　2

　Ni
c父ICu

Ag

Fe
O　3’O　4’O　S

bP

U

7 o

　
　
プ
ロ
ト
ン
衝
撃
に
よ
る
諸
原
子
の
破
壊
数
の
割
合

（
太
き
線
は
“
粒
子
衝
撃
に
よ
る
線
叉
は
ニ
ウ
ト
・
ン
放
出

の
割
合
）

（
右
上
は
素
粒
子
衝
撃
に
よ
リ
プ
ロ
ト
ン
を
放
出
す
る
元
素

を
示
す
）

ルトで追はれたプuトン衝撃による諸物質の土壌数，即ち粒子の相封的数値

を略示したものであります・Li，　Bo，　F等は，随分著しく破壌作用を受けて

居ることを見るのであります・叉Uはこれによって，共放射能が数倍にな

ったと同じ結果になったのであります。殊にLi，　Bろ＝，比校的輕いものに於

てぽ，十萬ボルト程度で凱にこの破壊を：起すことを知ったのであります．Li

の破壊によって生するrZ粒J・は，到程約8　cn］，エネルギ1約八ii六十萬エレ

クトロン・ボルトに．達するものでありまして，これは，か、る破壊を起すた

めに用みたプロトンのエネルギ1が，二十寓エレクトロン。ボルトでも，五
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十萬エレク1・ロン・ボルトでも，同じである様であります．爾氏はこの際の

出旧事を次の様に解干してみるのであります．即ち，プロトンが高速度で走

って來て，Li7と都合よと衝突すると，このプロトンはLi7中に入り，これを

擾齪し，その組織に攣革を興へ，二つのHe4となってしまひ，其際起る質量

攣化に点するだけの運動量を以て，二つが爾方に飛散するものであると云ふ

のであります．帥ち，

　　　Li7’　十　1－1‘／一＝　Hc4／十　1／14／一

　　7．0104　十　1．0072　＝　8．0022　十　O．0154　±　O．003

なる「核内化畢作用」を起し，（14．3±2．7）×106エレクトuン・ボルトのエ

ネルギ1の放出が起るものであると解’記して居るのであります．このことは，

後Kirchner蛇に　Dee及びWaltonにより，Wilson雲霧寓眞法によって一

点謹明せられ，又Rutherford蚊にOliphanによっても亦研究せられたので

あります．同様にB，F等の富合も，次の檬な「核内化學作用』が行はれて

るると思はれます．

　　B1’＋H1／一3Heソ
　　F19　＋　Hi　／　：，，．016　＋　He4　／1

　只こSに不思議なことは，僅か十幾萬ボルトで，かくの如き種類の破壌を

起さしゅ得ると云ふ事實であります・Rausch　vQn　Traubenberg及びD6pel

は，愚な方法でこの鮎をよくしらべました結．果，Liは二瀬ボルト程度で，既

にこの破壊を起すことを見たのであります．只ボルトが低くなればなる程，

この様な破壊現象の起る率が減少し，多量のプロ1・ンの流を衝てても，爾ぼ

至って僅少しか起らなV・のであります．逆に，ボルトが乱せば記す程其率が

よぐなるのであります．このことは，波動力學の立揚から，Gamowが已に

1928年に於て其原子核模型の理論から推断してみる所でありまして，質量m，

電荷Zeなる粒子が，　Eなるエネルギーを以て，　Z！eなる電荷の核に突入す

る實現率は

WI一・一準聖瓦

であると云うてみるのであります．用ゐられたボルトと，輩位プロトン流に

物する破壊の数の關係の實例は，第九圃の様な結果になって居るのであり

まして，ボル1・と共に可なり急激な増加を示すのであります．米國では

Lawrence，　Livingston　i泣にWhi亡e及びHendersonがこの、鮎を明にするため
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　　　　　　　　　　　123456789且O魏IZ＞く100キロボルト

に，同氏の考案作製致しました天才的な高速度イオン畢生器（第十同）を用

ゐまして，この平着を百二十寓ボルト迄延長探索致しました．この平な高い

ボルトに相t一　幽する速度イオンを作るために，同氏等は圓の如く出力約三十］“v

電歴四千ボル5，波長十四米にオ・1曙する高周波電源を用ゐました．これを一

軍四千ガウス程度の磁場中に挾ました直E約25cm位の特殊陽極線管に仕か

け，この半揚中で適當に廻博するイオンに倒しては，丁度其牟周波毎に，う

まくこのボルトが力曲る様な具合になってみるのであります．磁場を出來る

だけ強く，且つ大きな面積に亙って作って直さますと，任意に高いボルトに

相當するイオンが得られることになるのでありまつ．同氏等は約三〇〇圃の

雫周期刺撃を経たイオン，即ち百二十萬エレクトロン・ボルトのプロトンを得

て，これを1．．iFに討てN，以上の結果を得たのであります．共後，米國で

はXl”an　de　Grafが：叉，三って特．殊な静電歴の電源を得て，これが實験を進め

て居り，猫乙ではBraSChが二百萬ボルトの衝撃謹流を以て實験し，これに

よるLiの破壌は，驚くべき多量なることを観測したと回せられ，爾ほ同氏

等の前に行った研究，部ち雷電捕獲の方法を以て一寸これを進めんとし，事

態は目下高墜非常時を現出して居るのであります．それも共筈でありまして，

この人工による原子攣縛方法は，これを工業ilノ］にまで持來すと云ふことは，

一つに，この高墜電氣工嘩の完成に書するからであります．何しろ，ざっと

計算致しましても四十萬ボルト，一アンペアのプロトン流を用ゐましても，

既にLi破壌によるα粒子の敷は，ラヂウムー瓦に机論ずる程度に達して居

るのであ夢まして．共α粒子は勿論ラヂウムからのそれよりは非常に張力な
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ものでありますから，可なり大した事になるのであbます．其α粒一J’・が他の

物質に衝れば，之れを破壊してプロトン叉はニウトロンを放出し，それ等が

又他のものに三って破壊を起すと云ふことになるわけでありますから，實に

共結果たるや豫測し難いことになるのであります・それに用みたプロトンが

数萬，数十萬エレクトロン・ボルトのエネルギ1のものであるのに拘らす，之

」，1によって出て來るα粒子のエネルギ1は，前にも申します通り，敏百寓エ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レクトロン・ホ1ルトのエ
　　1♂　””d’一』’㌦一も戚　　　　　　　　　　　．

1霧纏鳶骸
　　　　　プロトン蚊にH：’による■iの崩壊

　　　　　　　　（Ct粒子の放幽）

々組織立てられて來たのであります．

i・　，Lギ’｛を持ってるるの

でありますから，相常．考

慮を要する問題であるの

であります．

　fAi最近水素の重同位元

素H2　fオ：の術撃によ

りましても，高速度のtl・

粒子拉にニウトロン粒子

の放出する事を磯見致し

まして此方面の研究は着


